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要約 : わが国有数のウメの産地 和歌山県紀南地方のウメ品種南高に発生している ウメ葉縁えそ病 茶が
す症 が Cucumber mosaic virus CMV-Um および Prunus necrotic ringspot virus類似ウイルス
PNRLV)の重複感染によることを証明する目的で り病樹から分離された これら ,ウイルスをウメ品種
南高に混合接種して病徴の推移を調べた その結果 萌芽の遅延 不完全花の高率発生 葉脈間の黄化によ
る濃淡斑全葉の黄化葉縁部のえそ早期の落葉など本病の病徴がおおよそ再現された PNRLV単独接種
では病徴は軽く CMV-Um単独接種では健全対照樹と大差はなかった 以上から本病はこの両ウイルスの
重複感染によるものと結論された なお 花器の異常として雌蕊の発育不全が不稔の主因と思われることを
示唆する結果が得られた
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+ 緒 言
和歌山県紀南地方のウメ 品種南高 Prunus mume
Sieb. et Zucc. cv.Nankou)に発生しているウメ葉縁えそ
病 mume leaf margin necrosismume leaf-edge ne-
crosisを改称 ) 茶がす症+,-は Cucumber mosaic virus-
Um 以下 CMV-Umと略称 Prunus necrotic ringspot
virus-like virus 以下 PNRLVと略称 の重複感染による
ことが明らかにされている-. また この二つのウイルス
の汁液接種試験を品種南高実生苗を用いて行い 病徴が再
現されたことが報告されている- 現地の原宿主ウメは実
生苗に品種南高を接ぎ木した南高である 実生苗には変異
が多く 品種南高とはいえない そこで今回は現地の原宿
主と同様な南高接ぎ木苗を用いての汁液接種による病徴の
再現について検討した また花器の病徴についてやや詳細
に調べた それらの結果の概要について報告する
, 実験材料および方法
南高接ぎ木苗は和歌山県みなべ農業協同組合から南高実
生苗を台木とする外観健全な ,年生苗を +33.年 ++月に送
付をうけた これらを露地に仮植えして越冬させ +33/年
,月に直径 +2 cmの素焼き鉢に +本植えとした また 苗
木の生長に伴い +330年 +*月下旬には さらに直径約 -*
cmの鉢に移植しナタネ油粕骨粉などの有機質肥料お
よび緩効性の化成肥料を用い 適切な肥培管理をした 屋
外では自動灌水装置によって灌水した +33/年 .月下旬
に 移植苗 ,*鉢を昼 -* +,時間照明 照度 /*,***ルク
ス 夜 ,/ 湿度 /*	1*に設定したバイオトロンに移
して育てた 同年 /月中旬に CMV-Um単独 PNRLV単
独 両ウイルス混合区および搾汁用緩衝液のみを接種した
対照区の .区を設け 各区 /鉢として接種した
接種原として 現地のり病ウメ樹から分離され 研究室
保存のウイルスを用いた CMV-Um感染タバコ 品種
Sumsun NN および PNRLV感染タバコ 品種 Burley
,+ のそれぞれ接種後約 +*日 ,/ の全身感染葉を採取
し 凍結保存した試料を搾汁した 搾汁には ,ニコチ
ン *.,ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウムを加え
た *.+Mリン酸緩衝液 pH 1.*を使用し 小型のすり鉢で磨
砕したのち二重のガ
ゼで漉して接種原とした 両ウイル
スの各半量を混合して混合接種に用いた 全ての接種用
具 緩衝液を氷冷し なるべく低温を保ち 手早く接種す
るようにした
接種は .月から伸長した新の表層に 接種原に浸し
た外科用メスで切りつけ接種した 接種後は前記のバイオ
トロンに置いた同年 3月上旬ガラス温室に移し ,週間
馴化した後 自然条件の屋外に移した 生育および病徴は
+332年 -月まで -年にわたって観察した
- 実 験 結 果
接ぎ木苗への接種試験
萌芽 葉における症状 : +33/年 2月まで新葉には病徴は
認められなかったが 混合接種区の /本中 .本の接ぎ木部
*
**
***
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に樹脂の分泌が観察され 3月には PNRLV単独接種区の
+本にも同様な症状が観察された 接種 /か月後の +*月に
は混合接種区の上記の樹脂分泌をしめした .本および
PNRLV単独接種区 +本に葉縁えそ症状が認められた
その後 混合接種区および PNRLV単独接種区の株は早期
に葉の脈間黄化を主とする濃淡斑を示し ついで全葉の黄
化が顕著となり 早期の落葉が始まり +*月中旬には緑色
の残る CMV-Um単独接種区全株および健全対照区全株と
の差が明瞭となった 写真 , この症状は本病が発生した
現地のウメおよびり病ウメを接種接ぎ木した現地のウメに
現われた症状と同様であった 写真 + 各区のウメの葉試
料について Chenopodium quinoa タバコなどへの汁液接
種により それらの病徴について検討した結果- 接種原
とした各ウイルスが検出され 健全対照区からは検出され
なかった 葉縁えそ症状をしめした PNRLV単独接種苗か
らは PNRLVは検出されたが CMV-Umは検出されな
写真 + 現地 和歌山県田辺市 におけるり病ウメ 品種南高 の葉の黄化および葉巻症状 +33/年 +*月 +3日撮影
写真 , CMV-Um PNRLV 各単独および混合接種区における葉の黄化と葉巻症状の比較
左から健全対照区 CMV-UmPNRLV混合接種区 PNRLV単独区 CMV-Um単独区 +331年 +*月中旬撮影
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かった 表 +
同じ接ぎ木苗についての接種翌年および翌翌年の観察に
よっても 同様な病徴の推移が認められた +331年の例で
は -月下旬から .月上旬に約 +週間の萌芽の遅延があり
混合接種区で最も遅く ついで PNRLV単独区であった
CMV-Um単独区および健全区ではほぼ同時期に早く萌芽
した また 2月下旬頃から前年と同様に混合区 ついで
PNRLV単独区の葉の脈間黄化 全葉の黄化および葉巻症
状が現われはじめ 写真 + , +*月下旬にはえそ症状が
観察された えそ症状は次第にその他の試験区にも認めら
れるようになった 葉の黄化に比べてえそ症状の各試験区
の差は明かではなかった その後の混合区感染樹の早期落
葉も両年ともに認められ 現地におけるり病樹の病徴の推
移と同様であった また これらの結果は既報の実生苗へ
の接種試験とも符合した
花器の症状 : 本病の病徴として花器の異常がある 不完
全花と呼ばれ 花器の発達が悪く 極端なものでは花弁が
充分に開かず 雌蕊も欠如し 結実にいたらず 収量減を
もたらす 不完全花は肉眼での観察により雌蕊の欠如 子
房肥大不良 花柱短小など 外観から見分けられる 写真
- . この異常は健全株でも低率には認められるが り病
株で高率に発生することが明かにされている- 汁液接種
した南高接ぎ木苗および現地採取の花器について これら
の花器異常を観察し さらに雄蕊の数 葯の重さ 花粉お
よび雌蕊について外観および重量などを調べた 接種株で
も現地り病株と同様な花器異常の高率の発生が認められ
表 + CMV-Um PNRLVの混合汁液接種によるウメ品種南高の病徴再現 (+33/+331)
写真 - ウメ 品種南高 の完全花 上段 および不完全花
下段
花柱の長さと子房の充実度に差がある 花弁は適宜
除いてある 写真 . ウメ 品種南高 の完全花 左 -本 および不完全
花 右 -本 の雌蕊
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た 複数回の調査で健全対照区に比べて接種区において高
率の発生が見られたが 混合接種区と単独接種区とは 前
者が低率の傾向が見られた 表 , これは既報の結果と異
なるが 本試験では 混合接種区に早期の落蕾が多かった
ためと考えられた 同時に調査した現地のり病樹および外
観健全樹各約 +*株 /**個の花器で調べた結果でも り病
樹で平均 .0./ 健全樹で +-.-の不完全花が観察され
た これらの外観異常花器の形態は接種感染樹と同様で
あった
各接種区について雄蕊の数の調査には +*花を葯の重
さについては -**個の葯の重量を比較した 表 - 雄蕊の
数は各接種区および健全区ではっきりした差はなく 葯の
重さは混合接種区で顕著に低かった
. 考 察
ウメ葉縁えそ病を起こす ,種のウイルスのそれぞれの感
染葉汁液を切り付け接種した南高ウメ接ぎ木苗の病徴発現
について検討した その結果 CMV-Umおよび PNRLV
を混合接種した株は 既報の南高ウメ実生苗と同様 和歌
山県現地栽培の南高ウメと同様な病徴を示すことが明らか
となった CMV-Umおよび PNRLVの各単独接種区の病
徴は PNRLVが混合区についで黄化 ,えそ症状 早期落
葉などの病徴が激しく CMV-Umでは軽く 健全対照区
と大きな差はなかった 以上によって これら ,種ウイル
スの重複感染が本病の原因とするコッホの原則が満足され
たものと考えられる 実生苗との相違として葉縁えそ症状
が接ぎ木苗では典型的ではなかったことがあるが 環境要
因の差によるものと思われる
したがって病名とした葉縁えそ症状は 実験条件によっ
ては典型的ではなかったが 現地でもその年の気候によっ
て症状の変化があるようである えそ症状に糸状菌による
感染の関与も考えられたので 予備的に +330年 +*月下旬
に採取したえそ症状を示す葉について 糸状菌を検索し
た その結果 以下の糸状菌がえそ病斑および病斑周辺部
の 葉 表 面 と 組 織 か ら 検 出 さ れ た Alterinaria
Colletotrichum Phyllosticta Phomopsis属菌などがそれ
であるこれらの菌は , -の植物にえそ症状を起こす菌で
あるが 複数の試料からの検出度は低く 病原として葉
表 , CMV-Um PNRLVおよび混合汁液を接種した南高接ぎ木苗の不完全花の発生
表 - CMVUm PNRLVおよび混合接種区の雄蕊の数と葯の重さ
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縁えそ症状の主因とは考えられない結果であった
また 花器の異常について調査の結果 雄蕊の数には健
全樹と感染樹間に差はなかったが 葯の重さは混合接種区
で顕著に低かった 葯の重さは花粉の量に関係する ウメ
は他家受粉が主体であるので 同一品種内では雌蕊の不完
全ほど問題にはならない 現地では他の品種を混植してい
るので 他の品種の結実に影響し 当然 生産上問題とな
る 不完全花の発生率は混合接種区が既報および現地の例
よりも低い数値ではあったが 現地調査および実生苗接種
試験の結果とほぼ同様の結果と言える
なお 接種後初期に混合接種区などに現れた接ぎ木部の
樹脂分泌は 今回はじめて観察されたもので 今後さらに
検討が必要である
以上から 本病は雌蕊と花粉等に直接 影響するので
果実の生産上からは不稔病ともいえるであろう
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Conﬁrmation of Symptom Reproduction in Mume
Leaf Margin Necrosis Disease on Prunus mume
(cv.Nankou) by Sap Inoculation with Causal
Two Viruses, Cucumber Mosaic and Prunus
Necrotic Ringspot-like Viruses.
By
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(Received August ,3, ,**+/Accepted January ,., ,**,)
Summary : Mume leaf margin necrosis (mume leaf edge necrosis) disease, which has occurred in the
southern district of Wakayama Prefecture, a major area for mume fruits production in Japan, was
tested for symptoms expression by sap inoculation of causal viruses to original mume plantlets cv.
Nankou grafted onto Nankou seedlings. Tobacco leaf tissues infected with Cucumber mosaic virus
(CMV-Um) and Prunus necrotic ringspot-like virus (PNRLV) isolated from diseased mume plants in
Wakayama were macerated, respectively, in phosphate bu#er added with nicotine and sodium DIECA.
Inoculations were made by slashing the surface of green shoots with a surgical knife dipped into
inoculum. Eaqualy mixed saps of CMV-Um and PNRLV and both of single virus were inoculated to
each / potted plantlets, respectively. Inoculated plants with mixed sap showed the symptoms of
delayed sprouting, leaf interveinal chrolosis, leaf rolling, leaf margin necrosis, earlier yellowing of
leaves and defoliation, and higher percentage occurrence of deformed ﬂowers. These symptoms are
similar to the naturally infected plants in the ﬁelds. The symptoms in the PNRLV plot indicated
slighter symptoms than the mixed one, the CMV-Um plot showed almost symptomless and the
bu#er-inoculated control plot remained healthy. These results were evidence that the disease is
caused by multiple infection with two viruses described above. Infertility of pistil in deformed ﬂower
suggests the major cause of barrenness in the diseased plant.
Key Words : mume leaf margin necrosis, chagasu syndrome, Prunus mume, virus
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